
と
び
ら
の
こ
と
ば

「学力テスト体制」を
問い直す

２
０
０
７
年
に
約
40
年
ぶ
り
に
悉し
っ

皆か
い

調
査
と
し
て
設
計
さ
れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト

（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）
は
、
今
年
の
４
月
に
８
度
目
の
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
過
去
に
実
施
さ
れ
た
悉
皆
調
査
の
問
題
点
を
省
み
ず
に
強
行
さ
れ
た
今
日
の
全

国
学
力
テ
ス
ト
は
、
平
均
点
比
較
に
駆
動
さ
れ
た
不
毛
な
競
争
に
学
校
を
巻
き
込

み
、
十
分
な
条
件
整
備
を
欠
い
た
ま
ま
一
方
的
に
「
検
証
改
善
」
を
現
場
に
要
請
す

る
こ
と
で
教
育
実
践
の
自
由
を
奪
い
、
教
師
た
ち
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。

民
主
党
の
政
権
獲
得
を
契
機
に
全
国
テ
ス
ト
の
実
施
方
法
が
抽
出
調
査
に
変
更
さ

れ
た
と
き
も
「
希
望
利
用
」
を
含
む
参
加
率
が
全
体
で
は
約
７
割
に
達
し
、
自
治
体

に
よ
る
対
応
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
テ
ス
ト
を
通
じ
て
学
校
現
場
を
管
理
・
統
制

す
る
体
制
の
根
強
さ
が
露
わ
に
な
っ
た
。
震
災
で
全
国
調
査
が
見
送
ら
れ
た
年
の

「
自
主
的
」
な
参
加
率
も
７
割
台
を
維
持
し
、
そ
こ
に
も
「
何
の
た
め
の
テ
ス
ト
な

の
か
」
を
問
わ
ず
に
学
力
向
上
に
邁
進
す
る
姿
勢
の
危
う
さ
を
見
て
と
れ
る
。
２
０

１
３
年
に
は
悉
皆
調
査
が
復
活
し
、
今
年
の
調
査
で
は
文
科
省
が
従
来
の
方
針
を
改

め
、
自
治
体
に
よ
る
学
校
別
の
テ
ス
ト
結
果
公
表
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
自
体
は
教
育
評
価
の
道
具
に
す
ぎ
ず
、
適
切
に
利
用
す
れ
ば
有
用
な

含
意
が
引
き
出
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
の
は
、
多

数
の
教
育
研
究
・
実
践
者
が
賛
意
を
寄
せ
た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
再
考
を
迫
る
公
開
質
問
状

が
懸
念
し
た
の
と
同
様
の
、
あ
る
い
は
も
っ
と
深
刻
な
、
学
力
テ
ス
ト
が
教
育
を
破

壊
す
る
転
倒
し
た
事
態
で
あ
る
。
特
集
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
学
力
テ
ス
ト

体
制
」
の
問
題
点
を
解
明
し
、
教
育
に
自
由
を
取
り
も
ど
す
契
機
を
探
り
た
い
。


